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横浜市泉区の高密度観測による地盤震動特性の検討
～丘陵地を開析する中小河川の流域に着目して～
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図7. 阿久和川上流から下流の卓越周期相関図
9.まとめ
本研究では､横浜市泉区を対象とした高密度微動観
測から得られた卓越周期から地盤構造との整合性を検
討した｡泉区の卓越周期は0.15秒から0.85秒までの
分布を示しているが､大半を0.15秒から0.4秒までの
間に多く分布する結果となった｡丘陵地とローム台地
に面している泉区の西側は卓越周期が比較的短く分布
している｡これは軟弱地盤層厚が浅いため卓越周期が
短くなったためだと思われる｡上流に位置しているた
め河川沿いでも軟弱地盤層は1-2mまでとなっていた｡
東側は西側よりも標高が高くなり､卓越周期も長くな
る｡これは軟弱とされるローム層と沖積層が基盤の上
に厚く堆積したためであると思われる｡しかし､東側
でも卓越周期が読み取ることができない地点も存在し
ている｡
丘陵地に位置した泉区の地盤振動特性は表層の軟弱
地盤層厚が厚くなるにつれて卓越周期が比例して長く
なることが確認できた｡しかし､丘陵地を開析して流
下する中小河川の流域であっても明瞭な軟弱地盤の存
在は少ないと思われる｡
今後は､ローム層の分布などについて詳しい分析が
必要である｡
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